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資料 1 調査団員氏名、所属 
 

(1) 基本設計調査 
No 氏名 業務 所属 

1 中村 明 総括 
国際協力事業団 
無償資金協力部監理課  
課長代理 

2 平石 一夫 技術参与 
水産庁 
漁政部国際課 海外漁業協力室 
課長補佐  

3 今村 誠 計画管理 国際協力事業団 
無償資金協力部業務第四課 

4 島津 康右 業務主任/ 
水産養殖研究計画 CRC 海外協力株式会社 

5 根本 雄二 研究機材計画 CRC 海外協力株式会社 

6 元木 要 建築・設備計画/ 
自然条件調査 CRC 海外協力株式会社 

7 石井 優一 施工・調達計画 CRC 海外協力株式会社 
 
 
(2) 基本設計概要説書案説明 
No 氏名 業務 所属 

1 中村 明 総括 
国際協力事業団 
無償資金協力部監理課  
課長代理 

2 馬場 学 技術参与 
水産庁 
資源管理部国際課海外漁業協力室 
技術協力係長 

3 今井 成寿 計画管理 国際協力事業団 
国際協力総合研修所人材養成課 

4 島津 康右 業務主任/ 
水産養殖研究計画 CRC 海外協力株式会社 

5 根本 雄二 研究機材計画 CRC 海外協力株式会社 

6 元木 要 建築・設備計画/ 
自然条件調査 CRC 海外協力株式会社 
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資料 2 調査日程 
 

(1) 基本設計調査 

日順 月/日 曜日 官側団員 コンサルタント団員 
A,B,C,D 宿泊地 

1 1/29 月 （官側 2 名：団長、調整員） 
移動：成田→マニラ 
午後：表敬訪問：日本大使館 
JICA フィリピン事務所訪問 

官側に同行 マニラ 

2 1/30 火 午前：表敬訪問 農業省 次官 
午前、午後：BFAR 訪問協議 
インセプション、質問票説明 
NEDA 訪問協議 

午前：官側に同行 
午後：A：官側に同行 
  B：機材代理店訪問 
C,D：自然条件調査契約 

マニラ 

3 1/31 水 午前：移動 マニラ→イロイロ 
午後：SEAFDEC/AQD 訪問協議 
インセプション、質問票渡し説明、

日程協議 
場内見学 

官側に同行 イロイロ 

4 2/01 木 SEAFDEC/AQD 実質協議 
参加者：DA２名、BFAR3 名 
スライド説明 
ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ、質問票をもとに協議 

A：官側に同行 
機材要請内容確認 
施設要請内容確認 
自然条件調査準備 

イロイロ 

5 2/02 金 AM 要請内容の説明 
PM ミニッツ内容協議 
新規要請内容の話し合い 

A：官側に同行 
B：機材要請内容確認 
CD：施設要請内容確認 

自然条件調査準備 

イロイロ 

6 2/03 土 ミニッツ準備 
（水産庁平石氏到着） 
団内打合わせ 

A：官側に同行 
B：機材関連調査 

イロイロ 

7 2/04 日 イガング海面養殖支所 
ドゥマンガスイガン汽水養殖場訪問 

A,B,D：官側に同行 
C：資料整理 

イロイロ 

8 2/05 月 新規要請内容の話し合い 
PM ミニッツ内容協議 
7PM ミニッツサイン  
DA,USEC, SEFADEC 所長 

A：官側に同行 
B,C：施設要請内容確認 
D：積算価格調査 

イロイロ 

9 2/06 火 移動：イロイロ→マニラ  イロイロ 
10 2/07 水 DA での話し合い、VAT 予算化 

0:30PM ミニッツサインBFAR局長 
日本大使館報告 植野一等書記官 

マニラ： 
A：官側に同行 
D：気象資料収集、積算資料収

集打ち合わせ 
イロイロ： 
B：機材関連調査 
C：建築関連調査 

マニラ 
 
 
 

イロイロ 

11 2/08 木 JICA への報告 
帰国：マニラ→成田 

移動：A,D：マニラ→イロイロ 
B：機材関連調査 
C：建築関連調査 

イロイロ 

凡例 コンサルタント団員  A 業務主任者/養殖研究計画 B 研究機材計画 
                         C 建築・設備計画/自然条件調査 D 施工・調達計画 
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基本設計調査（コンサルタント団員のみ） 
日順 月/日 曜日 午前 午後 宿泊地 

12 2/09 金 A,C,D：改修箇所の点検 
B：機材内容協議 

A,D：漁業統計資料収集 
B,C：改修・機材内容協議 

イロイロ 

13 2/10 土 団内打ち合わせ 
SEF サイト調査、港湾調査 

C,D：自然条件調査管理 イロイロ 

14 2/11 日 団内打ち合わせ C,D：自然条件調査管理 
全員：市内機材、電気店調査 

イロイロ 

15 2/12 月 SEAFDEC との週間日程調整 
A：排水処理状況調査、聴取 
B：電子顕微鏡等仕様協議 

A：SEAF 経理担当者との話合 
B：機材優先度見直しの協議 
C,D：イロイロ市内積算調査 

イロイロ 

16 2/13 火 AB：トレーニング担当者状況聴取 
C：発電機、配電状況調査 
D：イロイロ市内港湾局訪問 
A：会計状況調査 

ABC：各研究室責任者と改修 
項目の研究室毎の確認 

D：イロイロ港湾、海上輸送 
調査 / 自然条件調査終了 

イロイロ 

17 2/14 水 A,C：改修箇所の確認 
B：機器仕様協議 
D：イロイロ市内陸送業者調査 

ABC：各研究室責任者と改修 
項目の研究室毎の確認 

D：イロイロ市内陸送業者調査 

イロイロ 

18 2/15 木 現実験動物飼育室 使用状況調査 
A：SEAFDEC/AQD 予算聴取 

隔離飼育施設藻類設計協議 
中間報告書作成 

イロイロ 

19 2/16 金 中間報告書渡し 
A,C：非常用発電機の現状、必要性 
B：機器仕様調査 
D：工事時宿泊施設調査 

A,B,C：研究の必要性の確認 
隔離飼育施設設計協議： 
孵化、幼生池工事、研究スケジ

ュール協議 
D：飼育タンク製造業者調査 

イロイロ 

20 2/17 土 団内打ち合わせ 
 

A,C：研究室改修箇所ビデオ 
B,D：飼育タンク製造業者調査 

イロイロ 

21 2/18 日 C,D：移動 11:50（イロイロ→マニラ）

A,B：収集資料の整理 
A,B：調査未完了事項の確認 

整理 
マニラ 

イロイロ 
22 2/19 月 A：場内全飼育池の飼育状況の調査 

現地負担事項の積算、協議 
B：既存機器の現状、今後の利用状

況の確認 
C,D：積算関連調査、気象資料収集 

A：現地負担事項の積算、協議 
B：施設、機材の妥当性の確認

作業 
C：現地建築業者調査 

気象資料の収集 

マニラ 
イロイロ 

23 2/20 火 A：ﾌｨﾘﾋﾟﾝ大学ﾋﾞｻﾔ水産学部訪問 
B：機材の最終確認 
C,D 積算関連調査 

現地負担事項の提出 
SEAFDEC/AQDとの最終協議 
C,D：現地建築事情調査 

マニラ 
イロイロ 

24 2/21 水 A,B ：移動 11:50 
（イロイロ→マニラ） 

C,D：積算関連調査 
現地建築業者見積書回収 

A,C,D：DA での協議 
 BFAR,SEAFDEC/AQD 
 マニラ担当者参加 
 質問書への回答資料受領  
B：機材代理店との話し合い 

マニラ 

25 2/22 木 A,D：自然条件調査委託先との最終 
話し合い 

B：機材代理店調査 
C：原子力研究所訪問 

A,D：調査終了報告 
  大使館植野一等書記官 
  JICA 勝股担当官 
B：機材代理店調査 
C：建築資機材調査 

マニラ 

26 2/23 金 一般統計資料の収集及び資料整理 A,B,C,D：全員：帰国  
凡例 コンサルタント団員  A 業務主任者/養殖研究計画    B 研究機材計画 
                         C 建築・設備計画/自然条件調査    D 施工・調達計画 
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(2) 基本設計概要書案説明 
行 動 予 定 

日順 月/日 曜日 官 団 員 3 名 
（JICA2 名、水産庁 1 名） 

コンサルタント 3 名 
（A,B,C） 

宿泊地 

1 5/27 日  成田→マニラ着 
マニラ→イロイロ移動 

イロイロ 

2 5/28 月 成田出発→マニラ着 
大使館、事務所表敬 

SEAFDEC/AQD 訪問 
概要説明 

イロイロ 
/マニラ 

3 5/29 火 DA,BFAR,NEDA 表敬 
概要説明 

SEAFDEC/AQD 
建築設備、機材協議 

イロイロ 
/マニラ 

マニラ→イロイロ移動 SEAFDEC/AQD 
建築設備、機材協議 

4 5/30 水 

午後 SEAFDEC/AQD 説明（コンサルタント参加） 

イロイロ 

5 5/31 木 SEAFDEC/AQD にて協議 
（コンサルタント A 参加） 

SEAFDEC/AQD 
建築設備、機材協議 

イロイロ 

フィリピン大学ミャーゴ施設 
海洋学部訪問、調査船資料 

6 6/1 金 SEAFDEC/AQD にて協議 
ミニッツ内容確認 
（コンサルタント A 参加） SEAFDEC/AQD 

建築設備、機材協議 

イロイロ 

7 6/2 土 イロイロ→マニラ移動 イロイロ市内、港湾状況、 
中央市場調査 

イロイロ 
/マニラ 

8 6/3 日 書類整理 概要報告書改訂部分検討 イロイロ 
/マニラ 

フィリピン大学リガネス施設

養殖研究状況調査 
9 6/4 月 前：ミニッツ確認 

後：ミニッツサイン 
夕：大使館報告 SEAFDEC/AQD 

建築設備、機材協議 

イロイロ 
/マニラ 

10 6/5 火 前：JICA 事務所報告 
後：水産庁団員及び JICA 
団員１名帰国 

協議内容最終確認 
イロイロ→マニラ移動 

マニラ 
帰国 

11 6/ 6 水 団長帰国 BFAR 資料収集 
DA 「比」国内申請資料協議 

イロイロ 
帰国 

12 6/7 木  マニラ→成田 帰国 
 
コンサルタント３名 
A：業務主任／水産養殖研究計画 
B：研究機材計画 
C：建築・設備計画／自然条件調査 
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資料 3 相手国関係者リスト 
 

所属機関名・役職 氏名 
農業省 （DA：Department of Agriculture） 
 次 官 Mr. Cesar M. Drilon, JR. 
 プロジェクト推進局長 Ms. Cecilia Astilla 
DA/PPRMD（Project Package and Resource Mobilization Division） 
 PPRMD 課長 Ms. Zenaida M. Villegas 
 PPMRD 太田 孝弘 （JICA 専門家） 
 PPRMD アジア担当官 Ms. Susan de Guzman 
DA/漁業水産資源局 （BFAR ;Bureau of Fisheries and Aquatic Resources） 
 局 長 Mr. Malcom I. Sarmiento, Jr 
 計画課長 Ms. Cecilia G. Reyes 
 内水面漁業・養殖課長 Mr. Nelson A. Lopes 
東南アジア漁業開発センター養殖部局（SEAFDEC/AQD） 
 局 長 Mr. Rolando R. Platon, Ph.D. 
 次 長 伊藤 進 （JICA 専門家） 
 研究部長 Ms. Clarissa L. Marte, Ph.D. 
 魚病専門家 乾 靖夫 （JICA 専門家） Ph.D. 
 工務部長 Mr. Salvador Rex A. Tillo 
 経理部、主任 Ms. Nelda R. Ebron 
 渉外部長（マニラ） Mr. C.V. Recio 
  研究部、研究員 Ms. Evelyn Grace T. de Jesus, Ph.D. 
        Mr. Felix G. Ayson, Ph.D. 
 Mr. Leobert D. de la Peña, Ph.D.  
 Ms. Ann. Ponce, Ph.D. 
 Ms. Maria Rovilla Luhan, Ph.D. 
 Ms. Ilda Borlongan, Mas. of Sci. 
 Ms. Nerissa Diaz Salayo, Ph.D. 
  工務部、建築技師 Mr. Noli L. Patino 
国家経済開発庁 National Economic and Development Authority（NEDA） 
 経済開発上級専門員 Ms. Rosalina G. Almendral 
財務省通関局（Department of Finance, Bureau of Customs）  
 イロイロ港通関担当長 Ms. Sedy G. Pabiona 
フィリピン大学水産学部 
 リガネス汽水養殖センター Prof. Liberato V. Laureta, Ph.D. 
在フィリピン日本大使館 
 一等書記官 植野 栄治 
国際協力事業団 フィリピン事務所 
 所長 小野 英男 
 業務班 勝又 晋 
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資料 4 当該国の社会・経済事情 
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資料 5 自然条件調査結果 
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資料 6 資料収集リスト 

 
 資料名 発行先 発行年月 
1 Medium-term Philippine  

Development Plan  1999-2004 
National Economic and 
Development Authority 

1999 年 

2 MakasMASA Fisheries  
（漁業開発計画）1999-2004 

Bureau of Fisheries and Aquatic 
Resources 

1999 年 

3 National Accounts 2000-2001 National statistical coordination  
board 

2001年 1月 

4 The President’s 1999 Socioeconomic Report National Economic and 
Development Authority  

1999 年 

5 The countryside in figures 1999 National statistical coordination  
board 

1999 年 

6 2000 Philippine Statistical 
Yearbook 

Bureau of Agriculture Statistics 2000年 8月 

7 Food consumption of selected Commodities Bureau of Agriculture Statistics 1995 年 
8 Fisheries Statistics 1985-1994, 1993-1997 Bureau of Agriculture Statistics 1995 年 

1998 年 
9 Fisheries Profile 1999 Bureau of Fisheries and Aquatic 

Resources  
2000 年 

10 Seafdec Asian Aquaculture 2000 年 SEAFDEC/AQD 2000 年 
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